
（別紙様式２）

令和３年５月１日時点の学童クラブ待機児童数 56 人

１　学童クラブの待機児童が発生している原因 ４　これまでの推移

平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度
小学生児童数 9,202 9,492 9,748 9,990 10,246

増減 ― 290 256 242 256
登録児童数 1,607 1,694 1,669 1,901 2,142

増減 ― 87 ▲ 25 232 241
２　学童クラブの待機児童を解消するための対策 待機児童数 15 35 32 25 56
（１）方針 増減 ― 20 ▲ 3 ▲ 7 31

５　今後の見込

令和4年度 令和5年度 令和6年度 累計
小学生児童数 10252 10222 10277

（２）具体策 増減 6 -30 55
登録児童数 2305 2300 2313

増減 163 (5) 13

３　「学童クラブの待機児童を解消するための対策」を講じることによる効果

待機児童数 112 0 0
増減 56 ▲ 112 0 ▲ 56

確保策の手法
（当該年度に新規で
実施する手法）

令和４年度  目黒区学童クラブ待機児童対策計画

子どもの数の増加や子育て家庭の生活状況の変化等

子どもの安全な遊び場・放課後の居場所づくりの推進

・鷹番小学校
内学童
・上目黒小学
校内学童
・ランランひ
ろば開設(５校)

・東根住区セン
ター学童(仮称)
・碑住区セン
ター児童館学童
(仮称）
・碑小学校内学
童(仮称）
・五本木小学校
内学童(仮称)
・ランランひろ
ば開設(２校)

・東山小学校
内学童保育ク
ラブ（仮称）
・ランランひ
ろば開設(４校)

すべての児童が放課後等を安全・安心に過ごし、多様な体験・活動を行うことが
できる居場所を提供するため、学童保育クラブ及びランランひろば等を同一小学
校内で実施する一体型を中心とした放課後子ども総合プランを推進する。また、
区内において児童館数が少ない地区に児童館を整備し、且つ全区的に需要増と
なっている学童保育クラブも同建物に整備する。

児童や保護者が多様な放課後の居場所を選択できるようにし、子育て子育ちへの
充実を図る。


